
住民１人に
使われる
住民１人に
使われる
町のお金町のお金

279,453円総　額 （平成24年４月１日  人口 34,658人）

9,737円 32,434円27,591円 40,902円

28,757円14,247円 89,267円36,518円
消防費

その他 公債費 教育費 土木費

民生費総務費衛生費

　　

一
般
会
計
の
歳
入
に
お
い
て
は
、
町
税

が
最
も
多
く
、
50
億
1
8
4
6
万
2
千
円

で
、
全
体
の
51
・
8
％
を
占
め
、
昨
年
度

と
比
較
し
て
2
5
9
5
万
3
千
円
、
0．5
％

の
微
増
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
要
因
は
、

景
気
の
上
向
き
傾
向
を
見
込
ん
だ
法
人
町

民
税
で
約
4
5
0
0
万
円
の
増
、
そ
し
て

本
年
度
よ
り
年
少
扶
養
控
除
の
廃
止
な
ど

の
影
響
に
よ
り
個
人
住
民
税
で
1
4
0
0

万
円
の
増
を
見
込
む
も
の
の
、
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
が
評
価
替
え
の
影
響
に

よ
り
約
4
2
0
0
万
円
の
減
と
な
る
見
込

み
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

次
が
国
庫
支
出
金
で
、
全
体
の
9．7
％
を

占
め
、
9
億
3
8
4
1
万
8
千
円
と
な
り
、

昨
年
度
と
比
較
し
て
1
億
3
0
4
7
万
5

千
円
、
12
・
2
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
子
ど
も
手
当
の
制
度
改
正
に
伴

い
関
連
す
る
国
庫
負
担
金
で
約
5
億
4
5

0
0
万
円
の
減
、
新
た
な
子
ど
も
の
た
め

の
手
当
（
児
童
手
当
）
関
連
国
庫
負
担
金

で
約
3
億
6
4
0
0
万
円
の
増
を
見
込
ん

だ
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　

次
は
、
財
源
不
足
を
補
う
た
め
の
財
政

調
整
基
金
な
ど
の
繰
入
金
（
貯
金
の
取
崩

し
）
が
、
全
体
の
8.5
％
を
占
め
、
8
億
2

6
9
3
万
5
千
円
と
な
り
、
昨
年
度
と
比

較
し
て
3
億
2
0
4
1
万
5
千
円
、
63
・

3
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
歳
出
で
最
も
多
い
の
は
、

民
生
費
の
30
億
9
3
8
0
万
7
千
円
で
全

平
成
24
年
度
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た

予
算
総
額
は
、
188
億
1688
万
5
千
円

出るお金
歳出

入るお金
歳入

　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
な
ど
を
合
わ
せ

た
予
算
総
額
は
、
1
8
8
億
1
6
8
8
万

5
千
円
で
、
昨
年
度
と
比
べ
て
5
億
3
6

8
0
万
4
千
円
、
2.9
％
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

会
計
別
で
は
、
一
般
会
計
が
96
億
8
5

2
7
万
3
千
円
で
前
年
度
に
比
べ
て
0.9
％

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
事
業
な
ど
5
つ

の
特
別
会
計
の
予
算
総
額
は
、
79
億
7
5

2
8
万
1
千
円
で
前
年
度
比
2.3
％
の
増
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
企
業
会
計
で
あ
る
水
道
事
業
は
、

前
年
度
比
29
・
6
％
増
の
11
億
5
6
3
3

万
1
千
円
で
す
。

体
の
31
・
9
％
を
占
め
ま
す
。
こ
れ
は
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
（
児
）
の
福
祉
施
策

や
保
育
園
な
ど
の
児
童
福
祉
施
策
の
た
め

の
予
算
で
、
乳
幼
児
や
高
齢
者
な
ど
の
医

療
費
助
成
制
度
に
伴
う
経
費
や
、
子
ど
も

手
当
の
改
正
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
「
子
ど

も
の
た
め
の
手
当
（
児
童
手
当
）
支
給
」

に
か
か
る
経
費
も
こ
の
な
か
に
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
福
祉
会
館
な
ど
の
福

祉
施
設
や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

管
理
運
営
経
費
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
本
年
度
は
、
新
た
に
学
童
保
育
所
の
公

設
化
に
伴
う
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
運

営
経
費
や
法
人
保
育
所
の
建
て
替
え
な
ど

に
伴
う
費
用
の
補
助
、「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」

の
設
置
、
そ
し
て
パ
パ
応
援
事
業
と
し
て

父
子
手
帳
の
配
布
な
ど
も
行
い
ま
す
。
ま

た
高
齢
者
の
安
全
・
安
心
に
寄
与
す
る
た

め
「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」
の
配
布
も

行
い
ま
す
。

　

2
番
目
は
土
木
費
で
、
14
億
1
7
5
7

万
円
で
14
・
6
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、「
町
道
浜
幹
線
道
路
新
設
事
業
」

な
ど
の
道
路
新
設
改
良
事
業
を
実
施
す
る

ほ
か
、
山
陽
電
鉄
播
磨
町
駅
の
駅
舎
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
の
た
め
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

を
設
置
す
る
経
費
の
負
担
や
駅
舎
へ
通
じ

る
地
下
連
絡
道
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置

す
る
た
め
の
設
計
も
行
い
ま
す
。
ま
た
、

橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
基
づ
き

計
画
的
に
橋
り
ょ
う
の
修
繕
・
架
け
替
え

を
行
い
ま
す
。

　

3
番
目
の
総
務
費
は
、
12
億
6
5
6
4

万
9
千
円
、
全
体
の
13
・
1
％
を
占
め
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
町
の
全
般
的
な
管
理

事
務
経
費
で
、
税
の
賦
課
徴
収
な
ど
の
費

用
や
電
算
シ
ス
テ
ム
経
費
な
ど
が
あ
り
、

今
年
度
は
老
朽
化
に
伴
う
庁
舎
の
屋
上
防

水
及
び
外
壁
塗
装
の
工
事
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
J
R
土
山
駅
南
側
に
あ
る

町
有
地
の
民
間
活
力
に
よ
る
有
効
活
用
に

つ
い
て
の
基
本
方
針
も
策
定
し
ま
す
。

　

教
育
費
は
、
11
億
2
4
1
0
万
1
千
円
、

全
体
の
11
・
6
％
を
占
め
4
番
目
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
幼
稚
園
や
小
・
中

学
校
施
設
の
維
持
管
理
経
費
や
中
学
校
給

食
の
運
営
経
費
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

本
年
度
は
、
全
小
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
教
室

の
パ
ソ
コ
ン
更
新
も
行
い
ま
す
。
ま
た
、

幼
稚
園
及
び
小
・
中
学
校
の
非
構
造
部
材

の
実
態
調
査
を
行
う
ほ
か
老
朽
化
し
た
播

磨
南
中
学
校
の
体
育
館
の
改
修
設
計
に
お

い
て
も
避
難
所
と
し
て
の
機
能
も
考
慮
し

た
設
計
を
行
う
ほ
か
、
平
成
23
年
度
か
ら

の
繰
越
事
業
と
な
り
ま
す
が
、
蓮
池
小
学

校
及
び
播
磨
南
小
学
校
の
体
育
館
に
つ
い

て
は
、
本
年
度
大
規
模
な
改
造
工
事
を
行

い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
社
会
教
育
施
設
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
の
改
修
と
し
て
「
図

書
館
」「
総
合
体
育
館
」「
新
島
球
場
」「
浜

田
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
」
な
ど
の
改
修
を
行
い

ま
す
。

　

公
債
費
は
、
9
億
5
6
2
4
万
円
で
全

体
の
9.9
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
施

設
の
建
設
な
ど
の
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
借

り
入
れ
た
お
金
（
町
債
）
の
返
済
に
あ
て

る
も
の
で
す
。
平
成
24
年
度
末
の
一
般
会

計
の
町
債
残
高
見
込
は
約
86
億
4
8
0
0

万
円
、
下
水
道
事
業
な
ど
の
特
別
会
計
は
、

約
81
億
3
5
0
0
万
円
と
な
る
見
込
み
で

す
。

区　　分 予　算　額 対前年度伸率
一 　 般 　 会 　 計
特 　 別 　 会 　 計
　国民健康保険事業
　財　　産　　区
　下 水 道 事 業
　介 護 保 険 事 業
　後期高齢者医療事業
水 道 事 業 会 計
　　合　　計

９６億８，５２７万３千円
７９億７，５２８万１千円
３７億６，３６７万５千円
１０億８，３１８万８千円
９億７，９０５万１千円
１８億５，５８４万７千円
２億９，３５２万　　円
１１億５，６３３万１千円
１８８億１，６８８万５千円

０．９％
２．３％
１．２％

△　５．８％
△　１．９％
１１．９％
１０．１％
２９．６％
２．９％

用語解説

＜歳入＞
町税…所得にかかる町民税や土地・建物に係る固定
資産税など
国庫支出金、県支出金…事業を行うための国や県か
らの負担金や補助金
繰入金…各種基金（貯金）を取崩し一般会計へ入れ
たお金
地方交付税…町の財政需要に応じて国から交付され
るお金
町債…事業を行うために借入れたお金

＜歳出＞
民生費…高齢者や障がい者、児童のための福祉など
土木費…道路や公園の整備など
総務費…財産管理や企画・税務事務など
教育費…学校教育や公民館の整備など
衛生費…ごみ・し尿処理や予防接種など
公債費…町債などの借入金の返済
消防費…消火・水防活動など
議会費…議会の運営など
労働費…労働者への福利厚生など
農林水産業費…農業・水産業の振興など
商工費…産業の振興や観光など

概　

要

町
税
の
大
幅
な
増
収
は
期
待
で
き
ず
、

依
然
厳
し
い
台
所
事
情

子
育
て
支
援
・
福
祉
施
策
の
充
実

「
教
育
施
設
の
整
備
」
と

「
災
害
へ
の
備
え
」

　

平
成
24
年
度
の
予
算
が
、3
月
の
定
例
町
議
会
で
決
ま
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
、ど
れ
だ
け
の

収
入
が
あ
り
、ど
の
よ
う
な
事
業
に
お
金
を
使
う
の
で
し
ょ
う
か
。

　

今
月
は
、1
年
間
の
収
入
と
支
出
の
見
積
で
あ
る
予
算
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

総
務
グ
ル
ー
プ　

☎
0
7
9
（
4
3
5
）
0
3
5
7

会計別予算の概要

町税
50億1,846万2千円
（51.8%）

町税
50億1,846万2千円
（51.8%）

民生費
30億9,380万7千円
（31.9%）

民生費
30億9,380万7千円
（31.9%）

土木費
14億1,757万円（14.6%）
土木費
14億1,757万円（14.6%）

総務費
12億6,564万9千円
（13.1%）

総務費
12億6,564万9千円
（13.1%）

教育費
11億2,410万1千円
（11.6%）

教育費
11億2,410万1千円
（11.6%）

衛生費
9億9,667万円
（10.3%）

衛生費
9億9,667万円
（10.3%）
公債費

9億5,624万円
（9.9%）

公債費
9億5,624万円

（9.9%）
消防費

4億9,376万5千円
（5.1%）

消防費
4億9,376万5千円

（5.1%）
議会費

1億3,089万2千円（1.4%）
議会費

1億3,089万2千円（1.4%）
労働費

9,634万6千円（1.0%）
労働費

9,634万6千円（1.0%） その他
1億1,023万3千円（1.1%）

その他
1億1,023万3千円（1.1%）

国庫支出金
9億3,841万8千円
（9.7%）

国庫支出金
9億3,841万8千円
（9.7%）
繰入金
8億2,693万5千円
（8.5%）

繰入金
8億2,693万5千円
（8.5%）
地方交付税
6億7,200万円
（6.9%）

地方交付税
6億7,200万円
（6.9%）
県支出金
6億4,742万1千円
（6.7%）

県支出金
6億4,742万1千円
（6.7%）

町債
6億2,860万円
（6.5%）

町債
6億2,860万円
（6.5%）

地方消費税交付金
2億8,580万円（3.0%）
地方消費税交付金
2億8,580万円（3.0%）

分担金及び負担金
1億5,626万9千円（1.6%）
分担金及び負担金
1億5,626万9千円（1.6%）

その他
5億1,136万8千円（5.3%）
その他
5億1,136万8千円（5.3%）

一般会計
歳入歳出予算総額
96億8,527万3千円

一般会計
歳入歳出予算総額
96億8,527万3千円

6
広報はりま 24.5

7
広報はりま 24.5

平成24年度　予算平成24年度　予算



こんな事業を実施します2  やすらぎがあり、健やかに暮らせるまち

小中学校教育の充実
スクールアシスタントの全校配置 1,144万円
特別な支援を必要とする児童・生徒に対して学校生活上の
介助や学習活動の支援を行うため、全小・中学校に配置し
ます。

情報リテラシー教育アドバイザーの配置 437万円
情報リテラシー教育を十分に行える力量を持った教師の養
成を行うため、情報リテラシー教育アドバイザーを配置し
ます。

教科専門指導教諭の配置 2,235万円
基礎的・基本的内容の確実な定着や補充的学習、発展的学
習など個人に応じたきめ細やかな学習を推進するため各小
学校に教科専門指導教諭を配置します。

小学校英語活動推進事業 893万円
小学校3、4年生には国際理解教育として、5、6年生には外
国語活動として実施します。
また、幼稚園や小学校1、2年についても、行事などを利用
して計画的に英語活動を実施します。

全小学校PC教室パソコン及び周辺機器更新「新規」　
 4,092万円
全小学校のパソコン教室のパソコン及び周辺機器を更新し
ます。

中学校給食事業 5,418万円
中学校の全生徒に対し、調理配送業務委託方式により完全
給食を実施します。

学校園施設の充実
 小 学 校

播磨小学校受電設備改修設計「新規」 68万円
経年劣化により老朽化した受電設備の改修のための設計を
行います。

蓮池小学校給食室改修設計「新規」 117万円
給食室の電気設備などを改修するための設計を行います。

 中 学 校

播磨中学校受電設備改修設計「新規」 68万円
経年劣化により老朽化した受電設備の改修のための設計を
行います。

播磨南中学校外構施設等改修工事 1,958万円
学校の北側の町道浜幹線の新設に伴い、学校の環境整備を

行うとともに、通行者及び通行車両への安全確保を図るた
めの改修を行います。

播磨南中学校屋内運動場大規模改造設計「新規」　
 416万円
これまで大規模な改修が行われていない体育館の改修のた
めの設計業務を実施します。

小・中・幼稚園施設非構造部材等耐震対策調査「新規」　
 206万円
震災において文教施設の非構造部材などの被害について
は、体育館での天井材・体育機具・照明器具・音響機器な
どの落下、床面の不陸、窓ガラスの飛散などの多種多様な
被害が確認されていることから、幼稚園及び小・中学校の
既存校舎及び体育館の非構造部材の実態調査を行います。

平成23年度から繰越し本年度実施
蓮池小学校及び播磨南小学校屋内運動場大規模改造工事　
 3億5,545万円
経年劣化による老朽化がすすんできているため大規模改造
工事を実施し、日常の使用及び災害時の避難所としての機
能の向上を図ります。

文化・スポーツなどの充実
図書館改修工事「新規」 418万円
1階及び2階フロアーのカーペットの張替えを実施し、利用
者が快適に読書などができる環境を整えます。

総合体育館改修工事「新規」 637万円
総合体育館を安全かつ安心して利用できる施設にするた
め、本館に屋外非常階段を設置するとともに老朽化が進む
屋上防水の改修に係る設計業務を行います。

新島球場改修工事「新規」 473万円
経年劣化などによる損傷が激しい内野フェンスの全面改修
を実施し、利用者が安全で快適に利用できる施設に整備し
ます。

浜田テニスコート改修工事「新規」 566万円
テニスコートの全面的な張替えを実施し、利用者が安全で
快適に利用できる施設に整備します。

町民プール検討事業「新規」 147万円
町民プールは、開設後33年経過し、老朽化したプール本体
をはじめ、濾過装置や循環配管の改修に多額な費用が予想
され、また、利用者数も大きく減少している状況から、町
民プールに関する今後の方針を検討します。

小児細菌性髄膜炎（ヒブ）ワクチン接種事業 1,080万円
0～4歳の乳幼児を対象に小児細菌性髄膜炎（ヒブ）ワクチ
ンの接種を行います。

子宮頸がん予防ワクチン接種事業 1,500万円
中学校1年生（13歳相当）から高校1年生（16歳相当）の女
子を対象に子宮頸がん予防ワクチンの接種を行います。

小児用肺炎球菌ワクチン接種事業 1,533万円
0～4歳の乳幼児を対象に小児用肺炎球菌ワクチンの接種を
行います。

がん検診の特定年齢無料化
「子宮頸がん・乳がん・大腸がん検診」 669万円
子宮頸がん・乳がん・大腸がんの検診において、一定の年
齢に達した方に、無料クーポン券を送付し、検診費用を無
料化します。

肝炎ウイルス検診の特定年齢無料化 74万円
肝炎ウイルス検診において、一定の年齢に達した方に、無
料クーポン券を送付し、検診費用を無料化します。

健康はりま21事業「新規」 433万円
住民が健やかで心豊かに生活できる活力ある社会を実現
し、健康寿命の延伸・生活の質を図ることを目的に、健康
の増進を総合的、計画的に推進するため、新たに平成25年
度から10年間の推進計画（健康はりま21）を策定します。

子どものための手当（児童手当）支給事業・事務事業　
 5億2,449万円
次世代の社会を担う子どもの健やかな育ちを社会全体で応
援する観点から、中学校終了までの児童を対象に、子ども
のための手当（児童手当）を支給します。

こども医療費助成事業 773万円
心身・体力などで節目となる前青年期から思春期に至る小
学4年生から中学3年生の年度末までの児童を対象に、子育
て世代が安心して子育てできるよう、医療保険の自己負担
の一部を助成します。

乳幼児等医療費助成事業 1億2,254万円
0歳から小学3年生の年度末までの児童の医療費を助成する
ことにより、乳幼児などの健康の向上及び福祉の増進を図
ります。

赤ちゃんの駅設置事業「新規」 84万円
子ども連れで外出しやすい環境作りを推進するため、公共
施設や事業所など人目を気にせずにおむつ替えや授乳でき
るスペースを確保し、環境を整えた施設については「赤ち
ゃんの駅」として登録し、広く知ってもらえるよう看板な
どを掲示します。

パパ応援事業「新規」　　  21万円
男性の子育てへの関わりを促進する
ために、育児を楽しめる環境づくり
の支援として、母子手帳の発行時に
父子手帳を配布します。

妊婦健康診査費助成 2,171万円
妊婦がより健やかな妊娠期を過ごし、安心して出産を迎え
ることができるよう、妊婦の健康増進を図ることを目的
に、妊婦健康診査に係る費用の一部を助成します。

妊婦歯科健診事業 51万円
妊娠期間に1回。協力歯科医院にて歯周疾患健診を実施しま
す。

特定不妊治療助成事業 120万円
体外受精及び顕微鏡受精（特定不妊治療）を受けられた夫
婦に対し、治療に要する費用の一部を助成します。

児童福祉施設整備事業費補助事業「新規」 8,954万円
園舎が老朽化しており耐震基準を満たしていないためこれ
を改築する予定である法人保育所に対し、この改築費用の
一部を県基金に併せて町が補助することにより保育環境の
改善を図り児童福祉の向上に努めます。

学童保育事業（公設化・指定管理者制度）「新規」
 2,791万円
共働き家庭などの児童の放課後対策として、各小学校に学
童保育所を設置し、運営については指定管理とし指定事業
者に委託します。

救急医療情報キット配布（高齢者在宅福祉事業）「新規」
 51万円
高齢者の安全、安心に寄与するため、持病や服薬の情報、
かかりつけ医、緊急連絡先などを記入した用紙を入れる
「救急医療情報キット」を安心ボタン所持者及び65歳以上
で希望される方に配布します。

地域づくり活動支援事業 200万円
兵庫県の「地域づくり活動支援事業」の「地域づくり活動
支援市町モデル事業」の認定を受け、町との協働により地
域における課題解決に積極的に取組むNPOが先進的な取組
みや公共的なサービスの供給などにかかる事業を実施する
ものに対し、必要な資金を補助金として交付します。

街灯LED化事業「新規」 136万円
街灯にかかる電気使用料金の低減及び修繕等維持管理費用
の削減を図るため、試験的に町管理既設街灯の一部をLED
化します。

防災計画策定事業「新規」 1,488万円
東北地方太平洋沖地震に伴う津波の状況並びに中央防災会
議における防災基本計画の見直しを受け、現行の地域防災
計画の大幅な改訂を行い、防災体制の強化と充実を図りま
す。

被災者支援システム導入経費「新規」 199万円
災害発生時における被災調査、り災証明書の発行、避難所
運営などや義援金などを一元的に管理できる被災者支援シ
ステムの導入を図り、被災者支援体制の整備を行います。

住宅リフォーム助成事業「新規」 300万円
町内商工業者への経営支援と住宅リフォームによる快適な
住環境の推進を図るため、町内業者の施工により住宅リフ
ォームを行う者に対し助成を行います。

　町の基本的な目標を定めた「第4次播磨町総合計画」
に定められた5つの柱に分けて、平成24年度に行う主
要・新規事業を紹介します。

▼問合せ　総務グループ　☎ 079（435）0357

１ 豊かな心と人を育むまち
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3 人や環境にやさしく、快適なまち
浜幹線道路新設事業 3億9,980万円
アクセスの向上を図る道路として都市計画道路浜幹線の整
備を行い、交通混雑の緩和を図り、安全で円滑な通行を確
保します。

町道補修事業（大中二見線舗装改修）「新規」 4,099万円
野添地内の町道大中二見線は、経年劣化に伴う損傷が激し
いため、舗装を排水性舗装に打ち換えます。

道路安全対策事業（野添線歩道切下げ改修）「新規」 910万円
町内の道路、特に通学路において、危険箇所を整備し、歩
行者及び車両の安全を確保する目的で、歩道の段差解消を
行います。

町道八塚本北線道路改良事業「新規」 250万円
生活道路の整備を推進します。

大中地区水路改修事業「新規」 822万円
大中地区の老朽化した水路を改修し、保全に努めます。

橋梁補修事業「新規」 2,045万円
道路橋梁長寿命化修繕計画に基づき、計画的に橋梁の修
繕・架け替えを行います。

町道播磨町駅地下道線改良事業「新規」 1,138万円
播磨町駅地下道のバリアフリー化を図るため、連絡エレベ
ーターの設計を行います。

山陽電鉄播磨町駅駅舎バリアフリー化事業 3,717万円
山陽電鉄㈱が播磨町駅に設置するエレベーターの工事費に
係る経費の一部を負担し、高齢者、障がい者などが鉄道を
容易に利用できるよう駅舎のバリアフリー化を促進します。

土山駅南町有地活用事業「新規」 1,456万円
民間活力により土山駅南に、にぎわいと交流の場を設け、
地域の特性を生かした魅力ある景観づくりを行うために、
検討委員会を立ち上げ、町有地を活用するための基本方針
を策定します。

都市計画道路網見直し検討業務「新規」 317万円
長期未着手の都市計画道路について、地域特性、既成市街
地の特性などを踏まえながら見直しを行います。

地籍調査事業 915万円
国土調査法に基づき、一筆ごとの土地について、その所有
者、地番、地目の調査並びに境界確認を行い、その後地籍
を測量し、その結果を地図及び簿冊に作成します。

大池整備事業 1,050万円
地元からの要望があり、県事業として採択された「ため池
等整備事業」の浚渫・造成工事費の一部を負担します。

ごみ収集車購入事業「新規」 1,025万円
2トン収集車の老朽化に伴い、故障が多発することから新た
な収集車に更新します。

住宅用太陽光発電システム設置費補助事業 1,020万円
住宅に太陽光発電システムを設置した住民対して、設置導
入に要する費用の一部を補助することにより、クリーンエ
ネルギーを活用するシステムの設置を支援します。

塵芥処理施設修繕工事 8,300万円
塵芥処理センターの適正な運営及び維持管理のため整備を
行います。

４ つながりを大切にするまち
住民協働推進事業「新規」　
　　　　　　　　　　40万円
行政が実施すべき分野の事業を
行政にはない知識・技能を持つ
住民活動団体などと委託契約を
締結し協働で実施します。

サマーフェスティバル事業補助金 286万円
全町的な夏のイベントとして、NPO法人が実施する「サマ
ーフェスティバル事業」に補助することにより、町民の一
体感と町への愛着を育てます。

海外派遣補助金 90万円
姉妹都市・友好都市協定に基づいた住民派遣に対し、補助
金を交付します。

5 健全な行政経営による持続可能なまち
町制施行50周年記念事業 737万円
今年度町制施行50周年を迎えるため、式典及び各種記念事
業を行います。

庁舎整備事業（第1庁舎防水・塗装工事費ほか）「新規」　
 1億2,114万円
屋上防水及び外壁塗装の経年劣化が激しいことからこれら
の工事を行います。

一般廃棄物処理施設整備基金積立事業 1億392万円
平成18年度より毎年一般廃
棄物処理施設の整備資金を
確保するため設置された一
般廃棄物処理施設整備基金
への積立てを行います。
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